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コ ーヒー 乂ーカー 

ド ソツプタイプ 


取扱説明書 


保証書つ 


このたびは、お買い上げまことにあ 
りがとうございまず。 

ご使用になる前に、この取扱説明書 
を最後までお読みください。 
お読みになつた後は、お使いになる 
方がいつでも見られるところに必ず 
保管してください。 



当 


ご意見をお寄せください。 

http://www.tiger.jp/ 
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この取扱説明書では、コーヒー豆を挽いた後の 
ものをコーヒー粉として表記していまず。 
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ステンレスのコーヒーサーバーで、 
いれたてのおいしさをキープ 

ホットコ^ーヒ^一 


真空2重構造のステンレスのコーヒーサー 
八'—で保温ずるので、コーヒーの煮つまり 
を防ぎ、風味•香りを逃しません。 



コーヒーサーパーに、 

氷を入れるだけで手軽に楽しめる 

アイスコーヒー 


コーヒーサーノ く一 I ご K を入れて、アイスコーヒー 
としてもどうぞ。 

コーヒーサーノ く一が冷たさを保ちまず。 


ぉ？ 





る4 コーヒーを おいしく楽しむためのポイント 


豆や粉は 
必要な分だけ買う 

1週間から10日程度で使 
いきる量を買うようにし 
ましよう。また、飲むたび 
に必要な分だけミルで挽 
いてドリップずるとよい 
でしよラ。 


豆や粉を 
保をするときは 
密封して冷蔵庫に 

高温多湿に弱く香りがと 
びやずいので、密封でき 
る容器に入れ、冷蔵庫な 
ど低温のところで保存し 
ましよラ。 


なるべく早めに 
飲みましょう 

冷めたり、風味がそこな 
ねれてしまラので、早め 
に飲みましよラ。 





代表的な 
コーヒー豆の 
種類と特長 


•ブルーマウンテン 

•ブラジル 

•サルバドル 


•キリマンジャロ 

•モカ 

•コロンビア 
•ガテマラ 
•ハワイコナ 


•マンデリン 
•ロブスタ 


お手入れ 


n — ヒ—をつくる 


こんなときは 


家族や友達と過ごす楽しい時間、 

のんびりくつろぐときじ… 

ちょっ。ひり賛沢な 

nl ヒ I 生活はじめましょぅ。 

香り 立つ、 本格コーヒー を 
ご家庭でお楽しみくださ V 





















































♦お使いになる 人や 
他の人々への危害や 
損害を未然に防止ずるために 
必ずお守りくだまい。 

♦本体に 貼ってある 

ごを意に関ずるシールは、 
はがまないでくだまい。 


注意事項は、誤った使いかたで生じる 
危青や損書の程度を、が下の表示で 
区分していまず。 

A 警告 

「死 t または重傷など 
を負う可能性が想定さ 
れる J 内容を示しまず。 

A を意 

「傷青を負う、または物 
的損喜のみが発生ずる 
可能性が想定される J 
内容を示しまず。 




絵表示の例 


0 この給表示は行為を 
「禁止 J ずる内容でず。 

® 

(分解禁止） 


• この絵表示は行為を「強制 J したり、 
「指示 J したりずる内容でず。 

〇 を 

(強制-指示）（差込プラグを抜く） 


ご使用前によくお読みの 上、 
必ずお守りく ださい。 


{女全上のご注意 
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〔 A 警告 ） 




改造はしない。 

修理技術者なかの人は、 
分解したり、修理をしない。 

火災•感電-けがの原因。 


fr \ 交流 100 VJU かでは使用しない。 
^ (日本国内 100 V 専用） 

火災-感電の原因。 


〇 定格 15 AJU 上のコン七ントを 
単独で使用する。 

他の器具と併用ずると、分岐コンセント部 
が異常発熱して、発火ずるおそれ。 


Q 電源コードは、 

破損したまま使用しない。 

また、電源コードを傷つけない。 

(加工ずる-無理に曲げる-高温部に近づ 
ける-引っ張る-ねじる-たばねる-重い 
ものを載せる-挟み込むなど） 

火災 • 感電の原因。 


Q 電源コードや差込プラグが傷ん 
だり、コン七ントの差し込みがゆ 
るいときは使用しない。 

感電 • ショート • 発火の原因。 



ぬれた手で、 

差込プラグの抜き差しをしない。 

感電やけがをずるおそれ。 


Q コーヒーサーバーな しで 
使わない。 

やけどをずるおそれ。 


Q 子供だけで使わせたり、 
幼児の手が届くところで 
使わない。 

やけど-感電-けがをずるおそれ。 




蒸気口に触ったり、 
顔などを近づけない。 


やけどをずるおそれ。特に乳幼児には、 
さわらせないよラにを意ずる。 


〇 差込プラグにほこりが 
付着している場合は、 
よくふきおる。 

火災の原因。 


〇 差込プラグは根元まで 
巧実に差し込む。 

感電 • ショート • 発煙 • 発火のおそれ。 


本体は、水につけたり、 
水をかけたりしない。 

シヨート • 感電のおそれ。 


( _ /!、击思 _ J 

g 使用時なかは、 

^ 差込プラグをコン七ントから抜く。 

けがややけど、絶縁劣化による感電-漏電 
火災の原因。 
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A ま意 




必ず差込プラグを 


〇 持って引き抜く。 


感電やショートして 
発火ずるおそれ。 



〇 タコ足配線はしない 

火災のおそれ。 ^ 



Q 


0 


Q 


不安定な場所、熱に弱いテーブル 
や敷物などの上では使わない。 

火災や、テーブル-敷物の変色-変形の原 
因。 


壁やを具の近くでは使わない。 

蒸気または熱で壁や家具を傷め、変色•変 
形の原因。キッチン用収納棚などを使うと 
きは、中に蒸気がこもらないようにを意ず 
る。 


倒したり落としたりぶつけたり、 
強い衝撃を与えない。 

故障や、破損してけがをずるおそれ。 


専用の コー ヒーサ ーバー なかは 
じ^ 使ゎない。 

お湯があふれて、やけどや故障ずるおそれ。ま 
た、テーブ V レや敷物をミちず原因0 


Q 

Q 


〇 


抽出中にコーヒ ーサー バーを 
はずさない。 

やけどの原因。 

コーヒー サーバーをのせたまま 
本体を動かさない。 

やけどやけがの原因。 

水タンクの水力《なくなってから 
約5分後にスイッチを 
[ OFFj にする。 

スイッチが 「 ONj のまま放置ずると、故障 
や火災の原因。 


Q コー ヒーサ ー/ く一を 
直接火にかけたり、 
電子レンジで使わない。 

破損して、けがの原因。 



Q 

〇 


水タンクに水が入っていない状 
態でのカラだきはしない。 

故障や火災の原因。 

続けて使用するときは、本体が冷 
めるまで(約10分)待つ。 

ずぐに水を入れたり、動かしたりずると、蒸 
気が噴出してやけどをずるおそれ。 


{女全上のご注意 
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使用中や使用後しばらくは 
局温部にふれない。 


やけどをずるおそれ。 

特に乳幼児には、さわらせないように 
注意ずる。 



/ C \ 本体を丸洗いしたり、本体内部や 
底部に水を入れたりしない。 

シヨート • 感電のおそれ。 


•水 タンクに水を 
入れたまま 
放置しない。 

故障や変色 • 
においの原因。 



参コー ヒーサーバーを丸洗いしない。 

ずき間に水がたまって、さびや変形の原因。 


参 ミネラ J レウォーターや 

アルカリイオン水を使用した場合は、 
よりこまめにお手入れする。 

本体内部にカルシウム分が付着しやずくなった 
り、また、付着したカルシウム分がはがれて本体 
内のお湯や蒸気の出口をふさぐなど、故障の原 
因。 



お手入れは冷えてかりわう。 

高温部にふれると、やけどのおそれ。 


末永くご使用 L \ただくためのご注意 

参义 気の近くでは使わない。 

変形-故障の原因。 

参 業務用として使わない。 

故障の原因。 


参 水タンクに 
水なかのものを 
入れない。 

故障の原因。 
































































サーバー ふた 

目印 

サ ー /《一とつ手 


□ 

ぎ 

を 


箱をあけたら、 

まず確認しましよう！ 





各部のなまえとが属蟲 .'ざ 



つくるコーヒーのカップ数に応 
じた目盛の線までかを入れま 
ず。 



スイッチ 

(パイロットランプつき） 


付属品の確認 


計量スプーン •••■! 個 

ずり切り 1 杯約 7g 




ぺーノ《ーフイルター•••5枚 

市販のものも使えまず。 

(サイズ 1 x 4 または 103) 
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フイルターケースをあけ、 
フイルターを取り出し、 
散水口を取りはずず< 


〇 


散水口のはずしかた 



サ ー / V '—ふたをはずず 


〇 


フイルター • 散水口 • 

7 lC タンク•水タンクふた • 
サーゾト,3尤肤水洗いずる0 
コ ーヒー サーゾト内側は、 
水でずずぐ。 

一 P.16 


本体内を洗浄ずるために， 
1〜2回ドリップずる< 

一 P.12 






水タンクふた 


サーバーふた 



コーヒー 
サーバー内側 



かは、水タンクの口の目盛 「7 j まで入れま 
ず。 

(コーヒー粉やぺーパーフイルターは、セット 
しない。ドリップ後のお湯はずてる。） 





散水口のつけかた 


凹部 



ごミ主意 


コーヒーサーバーを丸洗いしない。 


/ 



ぶ 




i 壬 




お手入れして、ドリップで本体内を洗浄。 

コ^—ヒ^^メ^^力^^をきれいにするのが、 

おいしいコーヒ I づくりの第一歩！ 

はじめて使うとき 
しばらく度わなかつたとき 







/ 
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/ 



つける 


〇 


中 .11 



ぺ 一 /トフィルターを 
フイルターにセットずる© 


ぺーパー 
フイルター 


フイルター 




散水口がつい 
ていることを 
確認ずる 



付属の計量スプーンで、 
コーヒー紛を 
ぺーゾ《ーフイルターに 
入れて上面をならし、 

フイルターケースをしめる。 

【アイスコーヒーをつくるとき】 

アイス用コーヒー粉を使いまず。 



罐养にしめる 


サーパ'—ふたをしめ、 
コーヒーサーパーを 
本体にセットずる。 




し ぺーノ くーフィルターの折りかた 

底と横のミシン目を、約 1 cm 折り曲げまず。 

③広げる 


②底と逆側に折る 

心み 



①折る 



コーヒー粉を入れる目安 


コーヒー粉はお好みにより加減してください。 
ホツトコーヒー 


カップ数 

コーヒー粉(計量スプーンすり切り） 

厂 h マグカップ 
LP 約 180 mL 

1— n デミタスカップ 
約に OmL 

3カップ 

4.5 杯 

— 

4カップ 

6杯 

4杯 

5カップ 

7.5 杯 

5杯 

6カップ 

— 

6杯 

7カップ 

— 

7杯 

8カップ 

— 

8杯 


アイスコーヒー 


カップ数 

コーヒー粉(計量スプーンすり切り） 

4 1 カップ 

U 約 60 mL 

4カップ 

4杯 

5カップ 

5杯 

6カップ 

6杯 

7カップ 

7杯 

8カップ 

8杯 


ご注意 


フイルターケースは確実にしめる。確実にし 
めないと、ラまくドリップできなかったり、コー 
ヒーがこぼれる原因。 
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ドリップが終わつたら、スイッチを〇 F F ! 
コ^^ヒ^^サ^—バ^^が煮つまりを防いで、 
おいしさをキープしてくれるのね。 

ホツトコ I ヒ I をいれる 


アイスコ I ヒ I をつくる—ドリップ 



2 








































































水タンクに水を入れ、 
水タンクふたをしめる0 

つくる コーヒーの 
カップ数に応じた目 
盛まで水を入れます。 

U 2 の目盛「8」を超 
えて、水を入れない。 

コーヒ ーサー バーか 
ら コーヒーが あふれ 
るおそれ。） 




差込プラク'をコンセントに 
差し込み、スイツチを 
で Nj にずる。 

スイッチが 「 OFFj になっていることを確認、し 
てから差し込みまず。 



水タンクには水を入れる 


お湯や熱湯を入れてドリップずると、故障の原 
因になりまず。 


〔サーバーふたの目印を注ぎ口に合わせて注ぐ I 


目印を注ぎ口に合わせないと、注げません。 


r 熱め のコーヒーを お好みの方は J 

あらかじめ熱湯などで温めておいたカップに注 
ぎまず。 

r できあがったらスイッチは 「 OFFj にずる J 

スイッチを 「 ONj にしていても保温はされませ 
ん。コーヒーサーバーは、熱を逃しにくい構造に 
なっていまずので、スイッチは 「 OFFj にしてく 
ださい。 


〔 J —— L ——の; i 息度心 J し 、 C I 

スイッチを 「 OFFj にずると、 コーヒーサーバーが 保 
温しまずが、時間経過とともに冷めていきまず。 


水タンクの水がなくなって約 
5分後に、スイツチをで FFj に 
して、コーヒーをミ主ぐ。 


お湯や蒸気が完全に止まってから取り出し、 
サーバーふたをまわして目 E 口を注ぎ口に合わ 
せ、カップなどに注ぎまず。 


【アイスコーヒーをつくるとき】 氷 

(大きい氷は 


① サーノ く一ふたをはずし、コー 
ヒーサーノ く一に氷を入れて、 
かきまぜながら冷やず。 

② サーノ く一ふたをつけて、目印 
をミまき口に合わせて注ぐ。 


ルさくずる) 




r ドリップ後のコーヒー粉は取り出ず 1 

冷めてから、 フイ ルターケースをあけて、 フイ ル 
夕一を取り出し、 ぺーパーフイルターごと 取り 
出しまず。 


続けてつくるとき 


① 本体が冷めるまで(約10分)待ちまず。 

② 必ず先にコーヒーサーバーをセットして力、 
ら、 P .12 からの手順で、再度、ドリップしまず。 


できあがり時間の目安 


約7〜16分でできあがりまず。 

※できあがり時間は、室温-水量-コーヒー粉 
の量などにより変わりまず。 


ご注意 


差込プラグを 
コンセントから抜く。 




サーバー ふたをしめた状態でも、 コーヒーが こ 
ぼれるおそれがあるため、 コーヒーサーバーを 
傾けない。 















































































♦差込 プラグを抜き、冷えてからお手入れしまず。 
♦洗剤で お手入れずるときは、台所用合成洗剤 
(食器用-調理器具用)を使いまず。 


r 使ラたびに洗ラ部品I 


フイルター 


かタンク^ノ 水タンクふた 

1 洗剤をうずゆた水またはめるま湯で、スポ 
ンジや歯ブラシを使って洗い、水でずずぐ。 

2 サー八'—ふたを振って、巧から水をおく。 

3 乾いた布で水分をふき取り、充分に乾燥 
させる。 


コーヒ ーサーバ_ 


1 内側は、洗剤をうずゆた水またはめるま 
湯で、スポンジや歯ブラシを使って洗い、 
水でずずぐ。 

2 外側は、洗剤をうずめたお湯に布をひた 
し、力、たくしほって/ Sx く。 

3 乾いた布で、水分•洗剤分をふき取り、充 
分に乾燥させる。 


i ' 注意 


♦シンナー 類-クレンザー-漂白剤-化学ぞラきん • 
金属たわし-ナイロンたわしなどは使わない。 
♦食器 洗浄機や食器乾燥器、熱湯などは使わない。 
♦コーヒー サーバーを丸洗いしない。 

♦水 タンクのパッキンは、 

はずさない。 





こまめにお手入れして、 
清潔•長持ち！ 


お手入れする 



6 

1 


♦スポンジ- 歯ブラシ-布はやわらかいものを 
使いまず。 


お湯の出具合が 
悪くなったとき 

(クエン酸を使って、湯アカを取り除く） 


巧れるたびに 
^お手入れずる箇所 


コーヒーサー八'—を本体にセツトずる。 
一 P.12 


を体外側、 
本体内側 



1 本体内側は、お湯に布をひたし、かたくし 
ぼってふく。（洗剤は、使わない。） 

2 本体外側は、洗剤をうずめたお湯に布を 
ひたし、かたくしぼってふく。 

3 乾いた布で、水分•洗剤分をふき取り、充 
分に乾燥させる。 



2 フイルターをフイルターケースにセット 
ずる。（ぺーパーフイルター•コ ーヒー 
粉はセットしない。） 一 P.10 

3 水タンクにクエン酸約 lOg (大さじ1枫 
を入れ、口の目盛 「7j まで水を入れてま 
ぜる。 


4 ドリップずる。 一 P.14 

5 クエン酸水が水タンクのなの目盛 「4j ま 
で減ったら、スイッチを 「OFFj にずる。 

6 約10分たったら、水タンクに残ったクエ 
ン酸水をずてて、ずずぐ。 

/ コーヒーサー八一のお湯をずてる。 

8 クエン酸かのにおいをとるたゆに、水夕 
ンクの口の目盛 「7j まで水を入れ、1〜 
4回ドリップずる。（ぺーパーフィルター • 
コーヒー粉はセットしない。ドリップ後 
のお湯はずてる。） 一 P.12 


ご注意 


本体を水につけたり、水をかけたりしない。 
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故障かな？と思ったら 

修理を依頼される前に、ご確認ください。 


こんなとき 


ご確認いただくこと 


直しかた 




スイッチを 「 ONj にしても 
ランプがつかない。 

► 

差込プラグをコンセント 
に、差し込んでいまずか。 

► 

差込プラグをコンセント 
に、差し込んでください。 




お湯が出ない。 

► 

水タンクにかが入っていま 
ずか。 

► 

水タンクに水を入れてくだ 
さい。 



► 

水タンクが確実にセットさ 
れていまずか。 

► 

水タンクを確実にセットし 
てください。 




お湯の出具合が悪い。 

► 

— 

► 

湯アカを取り除いて 
ください。 




コー ヒーサ ーバーから 
コー ヒ ーがあふれる。 

► 

水タンクに水を入れずぎて 
いませんか。 

► 

水タンクのなの目盛 「8 j 
を超えて、水を入れない。 




ドリップの時間がいつもよ 
り長くかかる。 

► 

— 

► 

湯アカを取り除いて 
ください。 



► 

—度使ったぺーパーフィル 
ターを、再度使っていませ 
んか。 

► 

ぺーパーフイルターは、使 
う度に交換してください。 



こんなとき 


理由 



コーヒーがめるい。 

(保温が効いていない） 

► 

コーヒーサーバーが保温しまずが、時間経過とともに冷めてい 
きまず。コーヒーの量が少ないと、早く冷めまず。 


► 

寒冷地など、使用環境の厳しい状況では、充分な保温効果が得 
られない場合がありまず。 



樹脂部品にキズ饮け)のよ 
ラに見える箇所がある。 

► 

樹脂成形時に発生ずる跡で、使用上の品質に支障は 
ありません。 



樹脂などのにおいがずる。 

► 

使いはじめのうちは、樹脂などのにおいがずることがありまず 
が、ご使用とともに少なくなりまず。 



サーバーとっ手を持つと、 
きしんだり「ギュツギュツ J 
と音がずる。 

► 

構造上発生ずる音でず。使用上の品質に問題はありません。 
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部描のお買いホめについて 

お買い上げの販売店、または「連絡先 J に記載のタイガーお客様ご相談窓口でお買い求めください。 


♦樹脂 部品(傷んできたとき） 

熱や蒸気にふれる樹脂部品は、ご使用にともない傷んで 
くる場合がありまず。上記までご相談ください。 


♦水 タンクのパッキン 

【紛失したり、傷んできたとき) 

上記までご相談ください。 


仕様 


電源 

消費電力 
( W ) 

満水容量^ 
( L ) 

抽出方式 

外形寸法气 cm ) 

質量^ 

( kg ) 

コードの 
長さ气 m ) 

幅 

奥行 

局さ 

10 0 V 50-60 HZ 

680 

1.0 

ド U ップ式 

22.5 

21.4 

37.8 

2.6 

1.4 


《印は、おおよその数値でず。 
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